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1. はじめに 
『あ,あれなんだったっけ？昔見たことがある

のに忘れてしまった・・』ということはないだろ

うか.多くのユーザがコンピュータを使った体験

を日々積み重ねてきており,わが国ではパソコン

経由でインターネットを利用する人の約 4 割は,

インターネットを毎日利用しているといった報告

がある[1].ディスクトップ検索ツールは過去に見

た Web ページやローカル PC 内のファイルを検索

する[6].また,ユーザの履歴を用いて,Web ページの

再閲覧を容易化するシステムの研究が行われてい

る[2],[3],[4].しかし過去の体験で得られた情報は,

ひとつの Web ページやファイルだけではない.同

一体験中に他にどんな Web ページを見たのか,な

ぜそのWebページを見たのか,そのWebページを見

てどのような知識を得たのか,等の情報がある.ひ

とつの Web ページやファイルを発見したとしても,

それら様々な情報を思い出すことは困難である.

そこで我々はPC上でのWeb閲覧体験時の記憶を想

起させるツール『Memory-Retriever』を開発した.
本稿では,Memory-Retriever の構成,および個々の

機能のユーザインタラクションを提案する. 
2. 記憶想支援ツールの構成 

過去の記憶を想起させる方法として,記憶時に

ユーザにメモを記述させる,ユーザの記憶を直接

推測する,などが考えられる.しかし,メモを記述

させる方法ではユーザに負荷がかかり,記憶を直

接抽出する方法は,抽出精度の向上が容易ではな

いと思われる.そこで我々は,ユーザに記憶を想起

させるために,過去の詳細な行動を提示する手法

を提案する.つまり,ユーザの記憶を直接推測する

のではなく,行動提示によってユーザに過去の行

動を理解させ,最終的に記憶を想起させる. 

 過去の詳細な行動を効果的に提示するためには,

次の問題を解決する必要がある. 

●いちいち行動履歴を手動で記録していられない 

●気付いていない行動は探せない 

●効率よく行動を理解できない 

そこで我々は、行動履歴を自動的に収集し,過去の

行動をユーザに気付かせ,過去の行動を効率的に

検索し,詳細な行動を提示する機能群を開発した. 

2.1. 自動履歴収集機能 
過去の行動を提示するための元データとなる詳

細な行動履歴を自動的に取得する機能を説明する.
本機能では ,オペレーションシステムのイベント

メッセージを監視することにより ,アプリケーシ

ョンに依存せずに行動履歴を取得する .具体的に

はマウス ,キーボード ,ウィンドウ状態 ,コピー ,印
刷などの行動履歴を収集する .また ,アプリケーシ

ョン毎に特化した詳細な行動履歴については ,自
動履歴収集機能のプラグインを作成することで取

得できるようにした .Web ブラウザの表示した

Web ページの URL,ソースファイル ,サムネイ

ル,HTTP ヘッダ情報,マウスで選択した文字列,お
よびメーラが表示したメール文書等を取得する.  
2.2. 気付き機能 
 過去の行動を気付かせるため,閲覧中の Web ペ

ージのテキスト情報をリアルタイムに解析してキ

ーワードを抽出し（気付きキーワードと呼ぶ） ,
過去の行動を自動的に検索する機能を開発した .
気付きキーワードは,過去に閲覧した Web ページ

を母集合とし ,HTML タグによって重み付けされ

た TF-IDF 値[5]の高いものを抽出する.検索する対

象は,次節に示す行動期間あるいは Web ページで

ある.検索結果は Web ブラウザのバーティカルバ

ーに表示される.行動期間や Web ページを選択す

ると,2.4 節で述べる詳細行動提示機能によって詳

細な行動が提示される. 
2.3.  検索機能 
① 集中期間検索機能 

気付き機能を利用せずに ,ユーザが思い出したキ

ーワード（思い出しキーワードと呼ぶ）に関連し

た集中期間を抽出する .集中期間とは ,上記キーワ

ードに関して時間的に集中して行動を起こしてい

た期間と定義する .例えば , 思い出しキーワード

を含む Web ページをアクティブに何ページも表

示していた期間である .我々は , 思い出しキーワ

ードに関する多くの行動（閲覧時間が長い,コピー

や印刷をした等）を行っていた集中期間には, 思
い出しキーワードに関する多くの記憶があると仮

定した .そこで ,多くの行動を含む集中期間を検索

結果の上位に表示する .ユーザが行動期間を選択

すると詳細行動提示機能によって詳細な行動が提



 

 

示される. 
② Web ページ検索機能 

 今まで閲覧した Web ページの中から, 思い出し

キーワードを含む Web ページを検索する機能で

ある . 思い出しキーワードへの適合率が高く ,か
つユーザが多くの行動を行った Web ページが上

位にランクされて表示される.各 Web ページには

関連する行動（閲覧時刻と回数、印刷の有無等）

が表示される.Web ページを選択すると,その Web
ページを閲覧していた時刻周辺で行っていた詳細

な行動が詳細行動提示機能によって提示される. 
2.4. 詳細行動提示機能 

本機能では ,気付き機能 ,集中期間検索機能 ,お
よび Web ページ検索機能で選択された期間内の

ユーザの詳細な行動を提示し ,同一期間中に他に

どんな Webページを見たのか,なぜその Webペー

ジを見たのか,その Web ページを見てどのような

知識を得たのか等の記憶を想起させる機能であ

る.具体的には閲覧した Web ページをサムネイル

で時系列に表示する .サムネイル上にマウスポイ

ンタを重ねると,拡大されたサムネイルを表示し,
サムネイルを右クリックすると更に画面いっぱ

いに大きくサムネイルを表示する.これにより,ユ
ーザは複数の Web ページの内容を効率的に発見

できる.個々のサムネイルの下に Web ページのタ

イトルを表示する.サムネイルの上には,検索エン

ジンに入力した検索クエリか ,表示されている

Web ページに遷移するために直前の Web ページ

上でクリックしたアンカーテキストを表示する .
これにより,Web ページの内容の理解を高めるだ

けでなく,なぜその Web ページを見たのかを効率

的に想起できると思われる .表示されている Web

ページのうち,上記キーワードに対する重要度の

高い上位 3 つは赤色,次の 3 つは橙色の枠によっ

て強調表示される.逆に,上記キーワードに対す

る重要度の低い Webページをフィルタリング操作

バーの調整によって非表示にできるフィルタリ

ング機能を備える.また,Web ページを選択して

Web ブラウザで表示すると,ユーザが過去にマウ

スで選択したテキストの背景が黄色で表示され

る.つまり,Web ページ内の重要と考えた文章を選

択操作しておいた場合に ,その文章がハイライト

されることにより,効率的に Web ページから得た

知識を想起できると思われる. 
3. 結論および今後の予定 

PC上での Web閲覧体験時の記憶の想起をトータ

ルに支援するツール『Memory-Retriever』を提案

した.本ツールは,行動提示によってユーザに過去

の行動を理解させ,結果的に記憶を想起させる.具

体的には,ユーザに負荷を与えることなく行動履

歴を収集し,過去の行動を気付かせ,効率よく集中

期間や Web ページを検索させる.そして,検索した

集中期間や Web ページの閲覧時刻周辺に行ってい

た詳細な行動をグラフィカルに表示し,同時に見

ていた複数の Web ページ,なぜその Web ページを

見たのか,その Web ページを見てどのような知識

を得たのか等の記憶を想起させる .今後は ,想起さ

せる対象を,PC 上での Web 閲覧履歴時の記憶だけ

でなく ,ファイルやメールに関する記憶 ,およびリ

アル世界での記憶に拡張していく予定である. 
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